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(57)【要約】
【課題】監視カメラにおいて、防水及び防塵のために密
閉カメラ筐体であり、且つ、放熱性に優れた放熱構造を
提供する。
【解決手段】カメラ筐体側面に穴を設け、この穴のカバ
ーを兼ねた放熱フィンを取り付け、前記放熱フィンのフ
ィンベースに、監視カメラ内部構成するプリント基板に
実装された電子部品を、柔軟性のある熱伝導性ゴムを介
して取り付ける事で、電子部品の熱をカメラ筐体外へ効
率良く放熱すると共に、カメラ筐体外周に外ケースを兼
ねた日除けカバーを設けることで意匠的にも優れた監視
カメラを得、且つ、日除けカバーの、カメラ筐体側面に
取付けられた放熱フィンの上下位置に、最適な開口部を
設けることで放熱フィン部での自然対流による熱伝達が
阻害されず、放熱性に優れた監視カメラを得る。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　密閉カメラ筐体を有するカメラにおいて、
　上記密閉カメラ筐体内に、プリント基板と、上記プリント基板に実装された電子部品と
を有し、
　上記密閉カメラ筐体の上記電子部品が実装された側面に設けられた穴と、
　上記穴を密閉してふさぐカバーを兼ねて上記密閉カメラ筐体の側面に設けられた放熱フ
ィンとを備えたことを特徴とするカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラの放熱構造に関わり、特に密閉筐体を有したカメラの放熱構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の密閉カメラ筐体を有するカメラの放熱構造は、カメラ筐体内のプリント基板に実
装された電子部品、それぞれ個別に、必要に応じて小型の放熱フィンを取り付け、カメラ
筐体内の雰囲気中に放熱させる構造（特許文献１参照。）であるか、あるいは、電子部品
を、熱伝導性ゴムを介してカメラ筐体内壁に密着させ、カメラ筐体壁面に熱拡散し放熱さ
せる構造であった。
【０００３】
【特許文献１】実開平６－７０３７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の従来技術のうち、前者は、近年の監視カメラのより一層の小型化、高機能化、及
び高密度化によって、熱的に信頼性の高い放熱構造を得るのが困難となってきた。
　一方、後者は、熱的信頼性の高い放熱構造を得るために、カメラ筐体の外形寸法を大き
くし、カメラ筐体表面積を大きくすることで放熱性を良くする必要があり、カメラ筐体小
型化には適しない。
　本発明は、上記のような問題に鑑み、放熱フィン部での自然対流による熱伝達が阻害さ
れず、放熱性に優れた、小型のカメラを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明の密閉筐体を有したカメラは、カメラ筐体側面に設
けられた穴と、上記穴のカバーを兼ね取付けた放熱フィンとを具備した密閉カメラ筐体を
備えたものである。
　また好ましくは、上記発明の密閉筐体を有したカメラは、上記放熱フィンのフィンベー
スと、上記密閉カメラ筐体内のプリント基板に実装された電子部品とを取り付ける柔軟性
のある熱伝導性ゴムとを具備し、上記密閉カメラ筐体の壁面を介さずに上記電子部品が発
生する熱を直接上記放熱フィンへ放熱するものである。
　また好ましくは、上記発明の密閉筐体を有したカメラは、上記カメラ筐体の外周に設け
た外ケースを兼ねた日除けカバーと、上記日除けカバーの上記カメラ筐体の側面に取付け
られた上記放熱フィンの上下位置に設けた上記放熱フィンと同じピッチのスリット状の開
口部とを具備したこものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、小型で高効率な放熱構造を有する密閉筐体を有したカメラを提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【０００７】
　本発明は、密閉カメラ筐体を有するカメラにおいて、上記密閉カメラ筐体内に、プリン
ト基板と、上記プリント基板に実装された電子部品とを有し、上記密閉カメラ筐体の上記
電子部品が実装された側面に設けられた穴と、上記穴を密閉してふさぐカバーを兼ねて上
記密閉カメラ筐体の側面に設けられた放熱フィンとを備えたカメラである。
　上記カメラにおいて、好ましくは、上記密閉カメラ筐体の外部に、上記放熱フィンの上
下位置に所定のピッチの開口部を有する日除けカバーを備え、上記日除けカバーの上記開
口部の上記ピッチは、上記放熱フィンのフィンピッチと同じピッチである。
また、上記カメラにおいて、好ましくは、上記電子部品と上記放熱フィンとを柔軟性のあ
る熱伝導性ゴムを介して取付けたカメラである。
　このようにして、本発明のカメラは、スリットの開口部に放熱フィンの各フィンの間隙
を配置することで放熱フィン部での自然対流が阻害されず、高効率な放熱構造となる。
【０００８】
　以下、図１～図６を参照しながら本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、各図にお
いて、共通な機能を有する構成要素には同一の参照番号を付し、説明の重複を避け、でき
るだけ説明を省略する。
【０００９】
　図１は、本発明の一実施例の監視カメラの外観を示す斜視図である。１００は監視カメ
ラ、１０は監視カメラ１００の外部筐体を兼ねる日除けカバー、１１ａと１１ｂは日除け
カバー１０に設けられた開口部である。また図２は、図１に示した監視カメラ１００の日
除けカバー１０の内部のカメラ本体部を示す斜視図である。２００はカメラ本体、３はカ
メラ本体の筐体である。また図３は、図１に示した監視カメラ１００の外部構成と、その
内部のカメラ本体２００の構成を示す分解斜視図である。４はカメラ本体２００の側面穴
、５は放熱フィン、６ａは放熱フィンベースａ、６ｂは放熱フィンベースｂ、７は熱伝導
性ゴム、９はプリント基板である。更に図４は、図２に示したカメラ本体部２００の側面
の構成を示す分解斜視図である。８はプリント基板９に実装された電子部品である。また
図５は、図１に示した監視カメラ１００の正面断面図である。１１ｃと１１ｄは開口部で
ある。また、図６は図１に示した監視カメラ１００の上面断面図（図５のＡ－Ａ断面図）
である。１２は放熱フィンピッチ、１３は開口部スリットピッチ、１４は放熱フィン間隙
である。
【００１０】
　図１～図６において、カメラ１００は、屋外でも使用可能な監視カメラである。この監
視カメラ１００は、カメラ本体２００の外周に日除けカバー１０を設け、カメラ本体２０
０を構成するカメラ本体の筐体３の側面に、放熱フィン５を取り付けている。
【００１１】
　カメラ本体の筐体３は、側面に側面穴４を設けており、更に側面穴４には放熱フィン５
が取付けられている。放熱フィン５の放熱フィンベース６ａには、放熱フィンベース６ｂ
が取付けられていて、放熱フィンベース６ｂは、監視カメラ１００のカメラ本体２００の
内部にあるプリント基板９に実装された電子部品９を、熱伝導性ゴム７を介して取付けら
れている。
【００１２】
　カメラ本体２００の外周に取付けられている日除けカバー１０には、開口部１１ａ、１
１ｂ、１１ｃ、１１ｄが設けられている。この開口部１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄに
は、それぞれ、スリット設けられその開口部スリットピッチ１３が、カメラ筐体３の一方
の側面に取付けられた放熱フィン５の放熱フィンピッチ１２と同じであり、スリットのそ
れぞれの開口部分に放熱フィンの各フィンの放熱フィン間隙１４が配置されている。
　なお、上記実施例において、放熱フィン５は、カメラ本体の１つの側面に設けられてい
る。従って、この側面側の開口部１１ａと１１ｃは上述のように、開口部スリットピッチ
１３が放熱フィン５の放熱フィンピッチ１２と同じとし、他の側面側の開口部１１ｂと１
１ｄは、開口部スリットピッチ１３が放熱フィン５の放熱フィンピッチ１２と異なってい
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【００１３】
　放熱フィンベース６ｂは、放熱フィン５と別体の部品として放熱フィンベース６ａに取
付ける構造でも良いし、あるいは、放熱フィンベース６ｂは、放熱フィン５と一体型の構
造でも良い。
　尚、本実施例では、熱伝導性のゴムとしたが、ゴムである必要はなく、同様の有機素材
（例えば、熱伝導性樹脂）であっても良い。また更に、本実施例における熱伝導性ゴムは
、放熱フィンベース６ｂと電子部品８との熱抵抗を小さくするのであるなら、固体である
必要もなく、熱伝導性グリースや他のものでも良い。
【００１４】
　上記実施例によれば、監視カメラの放熱構造として、カメラ筐体側面に穴を設け、この
穴を密閉してふさぐためのカバーを兼ねた放熱フィンを取り付け、放熱フィンのフィンベ
ースに、カメラ筐体内のプリント基板に実装された電子部品を、柔軟性のある熱伝導性ゴ
ムを介して取り付け、筐体壁面を介さずに電子部品の熱を直接放熱フィンへと放熱するよ
うにしたことで、高効率な放熱構造が得られる。このため、カメラ筐体の小型化が実現し
、且つ、密閉カメラ筐体であるため、防水性・防塵性にも優れ、長期に亘って信頼性に優
れた監視カメラを得ることができる。
【００１５】
　また更に、上記実施例によれば、監視カメラの放熱構造として、カメラ筐体外周に外ケ
ースを兼ねた日除けカバーを設けることで、カメラ筐体側面に取付けられた放熱フィンを
覆い隠し、意匠的にも優れた監視カメラを得ることができる。
　そして更に、日除けカバーのカメラ筐体側面に取付けられた放熱フィンの上下位置に、
放熱フィンと同じピッチのスリット状の開口部を設け、スリット開口部に放熱フィン各フ
ィンの間隙を配置することで、放熱フィン部での空気流れが阻害されず、炎天下において
も高効率な放熱構造を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施例の監視カメラの外観を示す斜視図。
【図２】本発明の一実施例の監視カメラ本体を示す斜視図。
【図３】本発明の一実施例の監視カメラの内部構成を示す分解斜視図。
【図４】本発明の一実施例の監視カメラ本体の内部構成を示す分解斜視図。
【図５】本発明の一実施例の監視カメラの正面断面図。
【図６】本発明の一実施例の監視カメラの上面断面図。
【符号の説明】
【００１７】
　１：外部筐体、　３：カメラ本体の筐体、　４：側面穴、　５：放熱フィン、　６ａ：
放熱フィンベースａ、　６ｂ：放熱フィンベースｂ、　７：熱伝導性ゴム、　８：電子部
品、　９：プリント基板、　１０：日除けカバー、１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ：開
口部、　１２：放熱フィンピッチ、　１３：開口部スリットピッチ、　１４：放熱フィン
間隙、　１００：監視カメラ、　２００：カメラ本体。
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